
□特別功労章（２名）
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 藤　田　大　志 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令補 佐　藤　　　翔

□功　労　章（２名）
 秋田市消防本部 消 防 正 監 佐　藤　好　幸 秋田市消防本部 消　防　監 清　野　洋　一

□永年勤続功労章（81名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 鈴　木　良　則 秋田市消防本部 消　防　監 越後屋　光　晴
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 佐　藤　浩　司 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 髙　橋　幹　夫
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 大館市消防本部 消　防　監 三　浦　勝　彦 五城目町消防本部 消防司令長 伊　藤　　　豊
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 大　友　佳　人 大館市消防本部 消防司令長 岡　森　淳　孝
 秋田市消防本部 消防司令長 片　岡　哲　郎 由利本荘市消防本部 消防司令長 鎌　田　明　美
 横手市消防本部 消防司令長 鎌　田　広　行 由利本荘市消防本部 消防司令長 木　内　謙　一
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小　松　一　智 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 近　藤　重　美
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 今　野　完　司 秋田市消防本部 消防司令長 相　楽　　　裕
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 須　田　秀　樹 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 関　　　金　哉
 大館市消防本部 消防司令長 田　中　良　悦 北秋田市消防本部 消 防 司 令 木　村　誠　一
 湖東地区行政一部事務組合消防本部 消 防 司 令 小　林　孝　志 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 田　代　和　秋
 由利本荘市消防団 副　団　長 阿　部　一　彦 横手市平鹿消防団 副　団　長 飯　野　正　和
 三種町消防団 副　団　長 板　倉　吉　孝 横手市横手消防団 副　団　長 伊　藤　一　男
 湯沢市消防団 副　団　長 近　野　　　仁 横手市十文字消防団 副　団　長 佐　藤　賢　一
 潟上市消防団 副　団　長 菅　原　権一郎 秋田市消防団 副　団　長 高　橋　清　功
 五城目町消防団 副　団　長 千　葉　與右エ門 秋田市消防団 副　団　長 保　泉　　　隆
 仙北市消防団 分　団　長 赤　坂　　　透 仙北市消防団 分　団　長 油　谷　重　和
 湯沢市消防団 分　団　長 阿　部　千代志 大館市消防団 分　団　長 阿　部　之　義
 大仙市消防団 分　団　長 池　田　秀　典 大館市消防団 分　団　長 石　田　富　弥
 井川町消防団 分　団　長 伊　藤　弘　行 湯沢市消防団 分　団　長 奥　山　優　一
 北秋田市消防団 分　団　長 春　日　美津久 三種町消防団 分　団　長 加　藤　博　美
 由利本荘市消防団 分　団　長 金　森　久　雄 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　勇
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　均 潟上市消防団 分　団　長 鎌　田　洋　之
 大潟村消防団 分　団　長 菊　地　克　浩 秋田市消防団 分　団　長 菊　地　公　明
 横手市大森消防団 分　団　長 菊　地　寛　之 羽後町消防団 分　団　長 小　坂　俊　三
 八郎潟町消防団 分　団　長 齊　藤　隆　男 大仙市消防団 分　団　長 佐々木　　　久
 藤里町消防団 分　団　長 佐々木　文　孝 能代市消防団 分　団　長 佐々木　光　夫
 羽後町消防団 分　団　長 佐　藤　 　悦 大館市消防団 分　団　長 佐　藤　憲　一
 能代市消防団 分　団　長 佐　藤　正　幸 横手市大雄消防団 分　団　長 佐　藤　通　洋
 大仙市消防団 分　団　長 髙　貝　真　吾 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　克　己
 横手市増田消防団 分　団　長 髙　橋　　　剛 美郷町消防団 分　団　長 髙　橋　　　剛
 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　政　介 鹿角市消防団 分　団　長 髙　橋　　　実
 由利本荘市消防団 分　団　長 田　口　　　隆 能代市消防団 分　団　長 田　中　　　徹
 男鹿市消防団 分　団　長 千　釜　一　憲 大館市消防団 分　団　長 殿　村　研　一
 男鹿市消防団 分　団　長 中　田　金　悦 仙北市消防団 分　団　長 新　山　　　仁
 北秋田市消防団 分　団　長 野　呂　輝　美 横手市雄物川消防団 分　団　長 長谷川　裕　美
 大館市消防団 分　団　長 日　景　光　男 八峰町消防団 分　団　長 三　浦　　　務
 男鹿市消防団 分　団　長 湊　　　博　光 北秋田市消防団 分　団　長 宮　野　一　俊
 鹿角市消防団 分　団　長 湯　瀬　誠　喜 大仙市消防団 分　団　長 渡　邊　敏　雄
 大仙市消防団 副 分 団 長 菅　𠩤　隆　弘 大仙市消防団 副 分 団 長 冨　岡　光　一
 小坂町消防団 副 分 団 長 中　村　郁　夫

□竿　頭　綬（１消防機関・１消防団）
 五城目町消防本部・五城目町消防団

□賞状（４団体）
 秋田県総務部　総合防災航空隊　　 　　秋田市消防本部
 能代山本広域市町村圏組合消防本部　　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部

消防庁表示証

□消防団協力事業所表示証（１事業所）
 株式会社大森土木
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 秋 田 県 知 事 表 彰

□功労章及び表彰状を授与する表彰（２名）
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 藤　田　大　志 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令補 佐　藤　　　翔

日本消防協会長表彰

□表　彰　旗（１消防団）
　大仙市消防団

□竿　頭　綬（３消防団）
　大館市消防団・横手市十文字消防団・横手市大雄消防団

□特別功労章（２名）
　能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 藤　田　大　志 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令補 佐　藤　　　翔

□功　績　章（19名）
 鹿角市消防団 分　団　長 大　西　照　雄 大館市消防団 副　団　長 石　川　久　晴
 大館市消防団 部　　　長 小　畑　和　子 北秋田市消防団 団　　　長 藤　田　久　悦
 三種町消防団 分　団　長 加　藤　博　美 能代市消防団 分　団　長 佐　藤　正　幸
 八郎潟町消防団 団　　　長 渡　部　壽　一 井川町消防団 副　団　長 児　玉　武　夫
 秋田市消防本部 消　防　監 佐々木　洋　行 秋田市消防本部 消防司令長 坂　本　聖　樹
 由利本荘市消防団 副　団　長 佐　藤　義　一 由利本荘市消防団 副　団　長 坂　田　　　充
 仙北市消防団 団　　　長 藤　島　絹　雄 美郷町消防団 副　団　長 斉　藤　一　夫
 横手市平鹿消防団 副　団　長 福　岡　　　馨 横手市十文字消防団 団　　　長 柴　田　和　久
 横手市十文字消防団 副　団　長 齋　藤　和　夫 湯沢市消防団 分　団　長 金　澤　義　博
 湯沢市消防団 分　団　長 阿　部　千代志

□精　績　章（46名）
 鹿角市消防団 分　団　長 田　口　義　博 小坂町消防団 分　団　長 阿　部　幸　雄
 大館市消防団 副　団　長 武　田　博　康 大館市消防団 副　団　長 菅　原　新　一
 大館市消防団 分　団　長 虻　川　兵　悦 大館市消防団 副 分 団 長 畠　山　留美子
 北秋田市消防団 副　団　長 長　岐　邦　雄 上小阿仁村消防団 分　団　長 髙　田　　　恒
 能代市消防団 分　団　長 吉　田　孝　悦 能代市消防団 分　団　長 成　田　義　紀
 三種町消防団 分　団　長 児　玉　　　隆 三種町消防団 分　団　長 三　浦　広　正
 男鹿市消防団 副　団　長 佐　藤　和　春 潟上市消防団 副　団　長 吉　田　　　　
 八郎潟町消防団 副　団　長 北　嶋　透志雄 井川町消防団 分　団　長 伊　藤　弘　行
 秋田市消防本部 消 防 司 令 金　　　公　一 秋田市消防本部 消 防 司 令 池　田　正　史
 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　　　正 秋田市消防団 分　団　長 石　井　新　一
 秋田市消防団 分　団　長 進　藤　誠　輝 秋田市消防団 副　団　長 戸井田　喜美雄
 由利本荘市消防団 分　団　長 渡　辺　静　一 由利本荘市消防団 分　団　長 田　口　　　隆
 由利本荘市消防団 分　団　長 東海林　　　優 由利本荘市消防団 分　団　長 村　上　康　浩
 にかほ市消防団 分　団　長 佐々木　達　行 にかほ市消防団 分　団　長 佐　藤　政　昭
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 齊　藤　　　聡 美郷町消防団 分　団　長 中　野　龍　一
 大仙市消防団 副　団　長 大　友　金己知 大仙市消防団 副　団　長 高　橋　文　雄
 仙北市消防団 副　団　長 佐　藤　乃　三 仙北市消防団 副　団　長 福　岡　克　巳
 横手市消防本部 消防司令長 佐　藤　靖　広 横手市横手消防団 副　団　長 髙　𣘺　広　三
 横手市平鹿消防団 副　団　長 飯　野　正　和 横手市大雄消防団 副　団　長 小　松　雅　樹
 横手市横手消防団 副　団　長 伊　藤　一　男 横手市山内消防団 分　団　長 佐　藤　良　雄
 湯沢市消防団 分　団　長 後　藤　英　輝 羽後町消防団 分　団　長 小　坂　俊　三
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 鈴　木　邦　亮 湯沢市消防団 副 分 団 長 柴　田　長　悦
 湯沢市消防団 副 分 団 長 岩　城　栄　悦 湯沢市消防団 副 分 団 長 佐々木　　　成
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第２期　入校者名簿
消防団名 階　級 氏　　名

鹿 角 市 消 防 団 部 長 成 田 良 弥
男 鹿 市 消 防 団 部 長 中 田 巻 雄
男 鹿 市 消 防 団 部 長 進 藤 　 求
秋 田 市 消 防 団 部 長 小 野 　 豊
秋 田 市 消 防 団 部 長 髙 橋 敬 司
秋 田 市 消 防 団 部 長 松 江 久 人
秋 田 市 消 防 団 部 長 髙 橋 　 一
秋 田 市 消 防 団 部 長 伊 藤 一 義
由利本荘市消防団 部 長 三 船 一 幸
由利本荘市消防団 部 長 石 崎 　 仁
由利本荘市消防団 部 長 山 田 利 幸
由利本荘市消防団 部 長 田 口 良 夫
由利本荘市消防団 副分団長 佐 藤 正 樹
由利本荘市消防団 班 長 村 上 慎 悦
由利本荘市消防団 部 長 佐々木　千　秋
にかほ市消防団 部 長 河 野 悦 郎
にかほ市消防団 部 長 鳥 潟 秀 樹
にかほ市消防団 班 長 髙 橋 俊 弘
湯 沢 市 消 防 団 部 長 宮 原 　 誠
湯 沢 市 消 防 団 部 長 今　　　三智雄
湯 沢 市 消 防 団 部 長 伊 藤 文 雄
湯 沢 市 消 防 団 班 長 髙 橋 　 昇
東成瀬村消防団 部 長 佐々木　和　仁

　

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
教
育
訓
練

の
指
揮
者
と
な
る
部
長
又
は
部
長
と
同
等

の
実
務
経
験
を
有
す
る
班
長
、
副
分
団
長

及
び
分
団
長
を
対
象
と
し
た
、
消
防
団
員

幹
部
教
育
指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程
を

三
月
一
六
日（
土
）か
ら
一
七
日（
日
）
ま

で
秋
田
県
消
防
学
校
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
課
程
は
、
部
隊
を
と
り
ま
と
め
る
知

識
・
技
術
の
修
得
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
昨
年
度
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
人
員
も
一
〇
名
増
と
な

り
、
研
修
課
程
の
重
要
性
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
の

団
幹
部
の

皆
さ
ん
は
、

真
剣
な
取

り
組
み
で

訓
練
に
励

み
現
場
指

揮
者
と
し

て
の
職
責

の
自
覚
、

規
律
は
も

ち
ろ
ん
、

的
確
な
現

場
指
揮
及

び
安
全
管

理
を
行
う
た
め
の
能
力
向
上
の
目
的
を
達

成
し
修
了
し
ま
し
た
。

ガンノズルによる放水訓練（防火衣完全着装）

エンジンカッターによる切断訓練

指
揮
幹
部
科
現
場
指
揮
課
程

 　
　
　

第
二
期
を
実
施
し
ま
し
た

コンビツールによる切断訓練

救助・救命訓練
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モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

秋田市山王六丁目10番９号　ＴＥＬ 018（863）1551㈹
　　　　猿田興業ビル３Ｆ　ＦＡＸ 018（824）3651

　

秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が
三

月
一
四
日（
木
）、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル

み
ず
ほ
」
で
開
催
さ
れ
、
平
成
三
一
年
度

事
業
計
画（
案
）や
収
支
予
算（
案
）な
ど
が

承
認
さ
れ
た
ほ
か
、「
消
防
互
助
会
規
程
施

行
規
則
の
一
部
改
正
」
等
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会

平
成
三
一
年
度

 
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
　
　
　
　

 

承
認
さ
れ
る

 事　業　項　目 実　施　時　期

 第１　消防思想普及啓発事業                                                  

 　１．火災予防運動の推進

 　２．防火ポスターコンクールの実施

 　３．殉職者慰霊に関する事業

 　　⑴　秋田県殉職消防職・団員慰霊祭

 　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭

 　４．広報紙の発行とホームページの開設

 　　⑴　新聞「消防秋田」の発行

 　　⑵　ホームページでの情報提供

 第２　地域消防防災力向上推進事業

 　１．消防団員の教養研修

 　　⑴　現地教養研修の実施

 　　⑵　秋田県消防大会の開催(由利本荘市)

 　　⑶　各種研修会等への参加

 　　　・全国女性消防団員活性化青森大会

 　　　・女性消防団員教育

 　　　・消防団員指導員研修

 　　　・消防団幹部特別研修

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(男性)

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(女性)

 　２．消防操法大会の開催

 　　⑴　秋田県消防操法大会

 　　⑵　全国女性消防操法大会(横浜市)

 　３．消防団活動の活性化

 　　⑴　女性消防団ネットワーク会議の開催

 　　⑵　消防団長研修

 　　⑶　若手消防団員活性化推進会議

 第３　消防職団員福利厚生事業

 第４　消防互助会事業

 第５　会議の開催

 　　⑴　定時評議員会

 　　⑵　理事会

 　　⑶　会計監査

 　　⑷　消防実務担当者会議

平成31年度主な事業計画

平成31年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額

事業活動収入計

　消防互助会掛金

　事業収入

　補助金等

　負担金

　年会費

　その他収入

事業活動支出計

　火災予防運動の支部活動費

　消防思想普及啓発費

　秋田県消防大会費

　女性消防団員研修費

　秋田県消防操法大会費

　支部消防操法大会助成費

　全県消防団長研修会費

　女性消防団ネットワーク会議費

　消防互助会見舞金支出

　その他支出

当期一般正味財産増減　

一般正味財産期首残

一般正味財産期末残

　基本財産

（単位：円）

30,125,300

5,400,000

291,000

11,788,000

6,585,000

5,550,000

511,300

31,725,000

900,000

2,545,000

891,000

176,000

1,533,000

900,000

326,000

460,000

1,500,000

22,494,000

△　 1,599,700

110,000,000

108,400,300

3,000,000

年間

平成31年6月～

平成31年9月3日

平成31年9月12日

毎月1回(1,100部)

年間

年間

平成31年6月22日

平成31年9月19日

平成31年10月19日～20日

平成31年11月16日～17日

平成32年1月21日～24日

平成32年2月5日～7日

平成32年2月19日～21日

平成31年8月24日

平成31年11月13日

平成31年11月

平成31年12月6日

年3回開催

年間

年間

平成31年5月30日

年3回開催

平成31年4月19日

平成31年6月7日
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消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

　

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
四
五
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
八
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）に
お
い

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
参
加
し
た
五
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
三
一
年
一
月
中
旬
、
特
別
研
修
へ

の
参
加
の
誉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
東
京
都
港
区
に
在
り
ま
す
日

本
消
防
会
館
で
、
三
泊
四
日
の
研
修
と
な

り
ま
す
。

　

全
国
四
七
都
道
府
県
よ
り
各
一
名
の
参

加
で
、
研
修
内
容
は
、
事
前
に
討
議
テ
ー

マ
を
四
問
出
題
さ
れ
そ
の
中
か
ら
一
つ
選

ん
で
、
六
班
に
分
か
れ
研
修
期
間
中
に
討

議
し
、
最
終
日
に
各
班
で
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
と
い
う
も
の
や
、
消
防
実
務
と
東

京
消
防
署
の
現
場
見
学
に
よ
る
学
習
な
ど

が
主
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

初
日
は
、
各
人
挨
拶
か
ら
始
ま
り
多
少

堅
苦
し
さ
が
あ
る
面
々
で
し
た
が
、
最
後

の
別
れ
の
時
は
、
数
年
来
の
知
古
の
間
柄

で
あ
る
よ
う
な
関
係
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
気
象
の
現

況
か
ら
始
ま
り
、
危
機
管
理
の
あ
り
方
、

地
震
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
防
火
に
対
す
る
手
立

て
が
主
な
内
容
で
、
非
常
に
内
容
の
濃
い

講
義
で
し
た
。

　

ま
た
、
討
議
の
最
中
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
消
防
団
が
抱
え
る
問
題
点
や
、
逆
に
参

考
と
す
べ
き
内
容
が
語
ら
れ
大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

朝
の
九
時
よ
り
夕
方
の
五
時
ま
で
、
び

っ
し
り
詰
め
ら
れ
た
講
義
の
後
は
、
自
ず

と
各
班
に
分
か
れ
て
の
団
体
行
動
と
な

り
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
拠
点
で
あ
る
新
橋

駅
前
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

夕
方
の
六
時
頃
と
も
な
る
と
、
主
な
通

り
は
肩
を
ぶ
つ
け
合
う
ほ
ど
の
人
垣
と
な

り
、
閑
散
と
し
た
秋
田
と
は
比
べ
も
の
に

な
ら
な
い
ほ
ど
の
賑
わ
い
で
、
さ
す
が
は

日
本
の
中
心
地
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
消
防
会
館
が
在
る
港
区
虎

ノ
門
の
近
隣
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
を

始
め
、
総
理
官
邸
、
国
会
議
事
堂
、
主
な

官
公
庁
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
民
間
の
オ
フ
ィ
ス
街
は
建
物
の
建
て

替
え
に
よ
る
再
開
発
工
事
が
盛
ん
に
進
め

ら
れ
て
お
り
、
景
気
の
低
迷
な
ど
全
く
感

じ
ら
れ
な
い
風
景
で
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
研
修
期
間
で
し
た

が
、
そ
こ
で
得
た
知
識
を
今
後
の
地
域
防

災
に
反
映
で
き
た
ら
と
い
う
熱
い
思
い
が

込
み
上
げ
て
の
帰
郷
と
な
り
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
田
市
消
防
団

団
長

　

大
島
昌
良

　

一
月
三
〇
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
り
、

特
別
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
消
防
団
活
動
に
情
熱
を
注
ぐ

一
四
一
名
の
団
員
が
参
加
し
、
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
防
災
の
在
り
方
に
つ
い

て
熱
く
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、「
防
災
対
策
」「
防
災
情
報
」

「
危
機
管
理
」な
ど
各
分
野
の
専
門
化
の
講

義
を
聴
講
し
、「
課
題
討
議
」で
は
消
防
団

活
動
に
お
け
る
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
テ

ー
マ
毎
に
班
編
成
を
し
、
ど
の
よ
う
に
解

決
に
向
け
た
取
組
を
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、す
べ
き
な
の
か
討
議
し
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
、
防
災
力
、
防
災
体
制

の
構
築(

自
主
防
災
組
織)

が
如
何
に
重
要

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
近
年
消
防
を
取
り
巻
く
環
境

に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
、
対
応
策
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
私
達
消
防
団
へ
の

要
求
も
多
種
多
様
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
回
の
貴
重
な
研

修
を
今
後
の
消
防
団
活
動
に
生
か
し
、
地

域
防
災
の
中
核
を
担
う
べ
く
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

　

一
月
三
〇
日
か
ら
三
日
間
、
日
本
消
防

会
館
で
開
催
さ
れ
た
消
防
団
幹
部
候
補
中

央
特
別
研
修
に
全
国
か
ら
消
防
団
員
一
四

一
名
が
集
う
大
き
な
研
修
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長

の
講
話
を
は
じ
め
、
都
市
防
災
、
危
機
管

理
、
防
災
対
策
な
ど
各
講
師
の
講
義
、
ま

た
、
昨
年
七
月
発
生
し
た
岐
阜
県
関
市
の

豪
雨
災
害
の
活
動
事
例
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
実
り
あ
る
研
修
の
一
つ
と
な

っ
た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
十
班
に
分
か

れ
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
課
題
に
つ
い

て
、
各
消
防
団
の
取
組
や
悩
み
な
ど
、
多

方
面
に
わ
た
り
討
議
を
し
最
後
の
発
表
会

で
は
、
鹿
角
市
や
我
が
秋
田
市
の
取
組
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
と
て
も
有
意
義
な
討

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

頂
い
た
消
防
協
会
、
消
防
団
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

「
第
一
八
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特

別
研
修
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全

鹿
角
市
消
防
団

班
長

　

栁
舘
慎
太
郎

秋
田
市
消
防
団

班
長

　

山
内
　

満

に
か
ほ
市
消
防
団

団
員

　

鈴
木
　

恵
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国
の
女
性
消
防
団
員
と
親
交
を
深
め
る
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
行
っ
た
課
題
討
議
で
は
「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強

化
対
策
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
お
互
い
の
活
動
を
発
表
し
合
い
、
私

は
災
害
を
減
ら
す
「
減
災
」
が
地
域
防
災

力
の
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
防
災
の
原
点
は
地
域
に
あ
る
」、「
地
域

の
連
携
が
命
を
救
う
」、研
修
で
学
ん
だ
こ

れ
ら
二
つ
の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
防
災
活
動
に
尽
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

二
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
日
本
消

防
会
館
で
行
わ
れ
た
「
消
防
団
員
幹
部
候

補
中
央
特
別
研
修
」
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

初
日
は
日
本
消
防
協
会
秋
本
会
長
に
よ

る
講
話
が
あ
り
、こ
こ
数
年
、全
国
で
水
害

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
中
消

防
団
は
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
即
応
体
制

が
不
可
欠
で
あ
り
、ま
た
、気
象
庁
の
情
報

を
当
て
は
め
な
が
ら
、
対
応
す
る
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

私
の
住
む
地
域
も
大
き
な
水
害
を
経
験

し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
水
害
が
発
生
し

た
ら
ど
う
す
る
か
、
そ
の
後
何
を
し
た
ら

良
い
の
か
な
ど
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
性
団
員
と
し
て
今

ま
で
以
上
に
き
め
細
か
な
活
動
を
す
る
と

と
も
に
、
新
し
い
人
材
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
助
け
ら
れ
る
人
か
ら
、
助
け
る
人
へ
」

全
国
の
消
防
団
員
に
共
通
す
る
思
い
で

す
。こ
の
度
の
研
修
を
生
か
し
、今
後
の
自

分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
月
五
日(

火)

午
前
一
一
時
か
ら
日
本

消
防
会
館
に
お

い
て
、
評
議
員

会
と
共
済
会
臨

時
総
代
会
が
開

催
さ
れ
、
平
成

三
一
年
度
事
業

計
画
案
や
収
支

予
算
案
な
ど
が

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
第
七
一
回
日
本
消  

防
協
会
定
例
表
彰

式
に
引
き
続
き
、

「
こ
れ
か
ら
の
日

本
消
防
と
新
日
本

消
防
会
館
」
と
題

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

秋
田
市
消
防
団

団
員

　

佐
々
木
桃
子

（
公
財
）日
本
消
防
協
会

評
議
員
会
・
全
日
本
消
防
人
共
済
会

　
　
　

臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
る
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昨
年
一
〇
月
一
四
日
、
消
防
団
員
教
養

研
修
が
潟
上
市
「
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み
」

で
開
催
さ
れ
、
男
鹿
地
区
消
防
本
部
職
員

が
講
師
を
務
め
消
防
団
幹
部
二
一
四
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
現
場
指
揮
を
教
科
目
と
し

て
「
現
場
指
揮
の
現
状
と
今
後
の
消
防
団

と
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
講
義
・
実
技
を

三
時
間
に
わ
た
り
受
講
し
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
消
防
団
は
活

動
現
場
の
最
前
線
に
い
ち
早
く
到
着
し
、

最
初
の
現
地
の
災
害
情
報
に
接
す
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
消
防
団
に
よ
り
得
ら
れ

た
情
報
等
を
現
場
指
揮
本
部
に
い
ち
早
く

伝
達
・
発
信
し
、
消
防
関
係
機
関
等
に
情

報
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
強
力
な
連

携
の
下
、
的
確
な
消
防
活
動
に
繋
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
消
防
団
へ
の
具
体

的
な
活
動
の
指
示
と
安
全
管
理
の
徹
底
が

重
要
で
あ
る
こ
と
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
場
「
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み
」

は
、
潟
上
市
に
昨
年
一
〇
月
オ
ー
プ
ン
し

た
施
設
で
す
。
潟
上
市
で
は
健
康
寿
命
の

延
伸
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
お
り
、
運

動
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
る
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
健
康
教
室
を
行
う
健

康
拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
接
す
る
防
災
備
蓄
庫
に
は
、

市
・
県
が
所
有
す
る
災
害
時
備
蓄
物
資
が

配
備
さ
れ
て
お
り
、
防
災
と
健
康
づ
く
り

を
兼
ね
備
え
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

新
装
オ
ー
プ
ン

「
ト
レ
イ
ク
か
た
が
み
」
で

『
幹
部
消
防
団
員
教
養
研
修
会
』
を
開
催

建　　物
林　　野
車　　輛
そ の 他
合　　計
死 者 数
負傷者数

平成31年 平成30年 同期比較
3月 累計 累計3月 年計 3月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）
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